
IOT 実装関連の動向等 
【回答自治体：佐賀県多久市】 

事 業 名 オープンデータ推進事業 

実施期間 令和元年 8月 8日から公開スタート 

概 要 

多久市では令和元年 8月からオープンデータの利活用推進のために、市が保有する各種データのうち、一般公開や二

次利用が可能なものについて、公共データの提供サービスを開始。 

当初公開データは国（内閣官房 IT 総合戦略室）がとりまとめた「推奨データセット（基本編）」を活用しスモールスタート。 

公益財団法人九州先端科学技術研究所が運営する「ビッグデータ＆オープンデータ・イニシアティブ九州（通称

「BODIK」）」公式サイト内に設けられた自治体専用オープンデータカタログサイトに、多久市専用ページを開設。 

今後、利便性が高いと考えられるデータを順次公開することでサイトの充実を図り、利用者の利便性向上を目指す。 

 
多久市オープンデータサイト↓ 

 

                         

 

公開データ（14 種類） 

1.AED 設置箇所一覧 

2.介護サービス事業所一覧 

3.医療機関一覧 

4.文化財一覧 

5.観光施設一覧 

6.イベント一覧 

7.公衆無線LANアクセスポイント一覧 

8.公衆トイレ一覧 

9.消防水利施設一覧 

10.指定緊急避難場所一覧 

11.地域・年齢別人口 

12.公共施設一覧 

13.子育て施設一覧 

14.オープンデータ一覧 


